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しての活性化を目指すものとして 2014 年 11 月９日の第７回年次大会総会にて「研究実
践奨励賞」の創設とその要綱、細則が承認された。
２．第３回「研究実践奨励賞」の選考体制及び選考過程
























学会の規定により選考の対象となった作品は『まなびあい』第９号（2016 年 11 月
10 日発行）掲載の中の８作品（＝学生が執筆した論文・研究ノート・実践記録・実践
報告・現場からの声・在学生＆卒業生の活動報告・リレーメッセージ）である。予め
教員達を通して、学部在学生等に依頼し堤出された推薦書の集計結果（12 の評価項目
＆コメント等）も参考にしながら、各選考委員の専門領域を横断する白熱する議論が
展開された。
今回（第３回受賞作）は、作品の「研究論文としての完成度を基準とはせずに研究
する当事者による研究実践からの貴重な知見が提示され今後の研究的な発展可能性を
感じさせるものとした。実践活動については、多様性に満ちた現場の日々の実践の中
で自問自答し専門職とは何かを問い続けながら学びと気付きが表現されているもの」
という基準に焦点化し対象作品について選考の議論を重ね検討を進めた。
その結果、①「論文」として掲載された内山 涼著「高等学校に在籍する聴覚障害生
徒に対する支援の在り方の研究〜聴覚障害者の高校時代について〜」と②「現場から
の声」として掲載された佐藤めぐみ著「現場で働くプロとして本当に必要なものって
なあに？」の２作品が受賞作品として選考された。同日、その後に実施された運営委
員会に選考結果を提案し、了承された。
３．受賞作品の講評（まとめ）
１ ）内山 涼著「高等学校に在籍する聴覚障害生徒に対する支援の在り方の研究〜聴覚障
害者の高校時代について〜」については、選考委員から、障害当事者による当事者研
究の試みとして評価できる。聴覚障害者の「学びの場」での生きづらさも含めて「障
害理解」への知見を提示してくれるものであるという点が高く評価され受賞が決まっ
た。
２ ）佐藤めぐみ著「現場で働くプロとして本当に必要なものってなあに？」については、
福祉の実践現場（児童養護施設で勤務７年目：現場からの声原稿投稿当時）で、学生
時代からの現場実習体験を踏まえ、福祉現場で働きながら日々迷い・悩みながら、児
童養護施設の子ども達からは「来て欲しい職員であり、安心感を与え、たくさんの愛
情を注げる職員であり続けられることを目指していきたい」という力強いメッセージ
と現場で働くプロ（専門職）には、「正解はないし、正しいことだけがベストではなく
試行錯誤を続けることこそが大切」という問いかけが選考委員の共感を呼び、受賞が
決まった。
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４．今後の課題（概要）
コミュニティ福祉学会の「研究実践奨励賞」も今回でようやく第３回でありまだまだ、
「選考評価基準」は定まっていない状態である。今回も、「選考当初の段階で、選考基準
はどうするか？」という意見が選考委員から問題提起された。この点は、現段階で「確
定的な選考基準」を決めるよりも歴史を重ねながら次第に本学部のコミュニティ福祉学
会「まなびあい」の方向性としての特徴が浮き上がり、それなりの選考基準が定まって
くるのではないだろうかと考え、再度、今後の課題とした。
（文責：（事務局長）結城俊哉）
